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木
の
下
で
（
平
出
水
小
学
校
）

特
 
集

ふ
る
さ
と
納
税
で
伊
佐
を
元
気
に
！

※
撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。

広
報
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ふるさと納税で

伊佐伊佐を元気に！

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、「
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る

制
度
」、「
自
分
の
意
志
で
応
援
し

た
い
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
制
度
」
で
す
。

　
「
納
税
」
と
い
う
言
葉
が
つ
い

て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
都
道

府
県
・
市
町
村
へ
の
「
寄
附
」
に

な
り
ま
す
。
自
分
の
選
ん
だ
自
治

体
に
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を

行
っ
た
場
合
に
、
寄
附
額
の
う
ち

２
、
０
０
０
円
を
越
え
る
部
分
に

つ
い
て
、
所
得
税
と
住
民
税
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
控
除

さ
れ
る
寄
附
金
額
に
は
、
収
入
や

家
族
構
成
に
応
じ
て
一
定
の
上
限

が
あ
り
ま
す
）。

　

伊
佐
市
は
、
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ま
へ
の
返
礼
品
と
し

て
、
農
畜
産
物
や
加
工
品
、
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
贈
呈
し
、
ま

ち
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
い

ま
す
!!

（総務省ふるさと納税サイト参照）

ふるさと納税とは



 

 

1

2

3

4

1

2

3

単位 ：万件

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
２年度

単位 ：億円

（寄付額）

【寄附額】【件数】

（件数）

０ ０
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　令和２年・令和３年の豪雨災害に対しては、

返礼品なしの「災害支援寄附金」として、全

国から多くの善意が寄せられました。

　　などなど 

温かい応援コメント

※現在は終了しています

　伊佐市へのふるさと納税は、４つのポータルサイト

から納税することができます

全国からいただいたご支援は、

これらの事業に大切に活用させ

ていただいています。

【注意】

制度上、伊佐市在住の人が伊佐市へ

ふるさと納税しても、返礼品を差し

上げることができません。

 市外にお住いの
ご家族、ご友人

に

伊佐市ふるさと納税
をぜひご紹介くださ

い！

ふるさと納税寄附金の活用

　伊佐は大切な友人の故郷です。

僅かですがお役に立てれば幸い

です。少しでも早く元の姿に戻

ることを祈っています。

　コロナの影響で、なかなか地

元に帰ることができません。わ

ずかですが、復興の力添えがで

きたら幸いです。

 　子育て・高齢者対策事業

 　青少年健全育成事業

 　魅力ある観光地づくり 

全国から多額のふるさと

納税が寄せられています。

たくさんの応援ありがと

うございます！

伊佐市の実績

こんな寄附も !

大雨災害支援緊急寄附金
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伊佐ＰＲ課広報ＰＲ係　☎２９－４１１３　　　３２１（大口ふれあいセンター２階）

順位 　返礼品内容 事業者

１ 　手づくり餃子 工房　ゆう

２ 　天然アルカリ水 株式会社　財宝

３ 　牛肉 北さつま農業協同組合

４ 　牛肉 株式会社伊佐牧場

５ 　焼酎セット 酒乃向原

ふるさと納税で伊佐を元気に！

問い合わせ先

内線

令和２年　人気返礼品ランキング（件数）

　ふるさと納税の返礼品を出品する事業者を

募集しています。一緒に伊佐市の魅力を全国

にＰＲしませんか。出品に関する各種手数料

は市が全額負担いたしますので、事業者の負

担はありません。出品に関する詳細は、伊佐

ＰＲ課までお気軽にお問い合わせください。

ふるさと納税返礼品

募集
出品事業者

返礼品で返礼品で
伊佐をPR！伊佐をPR！

楽
し
み
な
が
ら
発
送
し
て
い
ま
す
！

「支えてくださるお客様と地域のみなさま

に感謝です」と山口智子さん（写真前列中央）

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
を
通
し
て
全
国
各
地

か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご

注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
お
い
し
か
っ
た
！
」
と
う
れ

し
い
レ
ビ
ュ
ー
が
届
き
、
と
て

も
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

食
材
に
こ
だ
わ
り
、
餃
子
に

入
れ
る
に
ん
に
く
や
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
は
、
な
る
べ
く
伊
佐
産
を

使
用
。
「
お
い
し
く
、
安
心
し

て
食
べ
て
ほ
し
い
か
ら
」、
ス

タ
ッ
フ
が
心
を
込
め
て
ひ
と
つ

ず
つ
手
づ
く
り
し
て
い
ま
す
。

　

手
書
き
の
イ
ラ
ス
ト
や
地

域
の
見
ど
こ
ろ
を
返
礼
品
に

添
え
て
、
楽
し
み
な
が
ら
伊

佐
の
魅
力
を
全
国
に
お
届
け
。

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
里
山
の
豊
か

な
生
活
を
配
信
中
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼Y
o

u
T

u
b

e

チ
ャ
ン
ネ
ル

　

  

「里
山 H

A
P

P
Y

 L
IF

E

」
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伊
佐
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

演
劇
集
団
非
常
口
で
、
主
役
を
演

じ
る
こ
と
も
あ
る
西
元
麻
子
さ
ん
。

今
年
５
月
に
撮
影
さ
れ
た
長
島
町

が
舞
台
の
映
画
「
私
を
判
っ
て
く

れ
な
い
」
で
、
主
要
キ
ャ
ス
ト
の

橘
明
日
香
を
演
じ
ま
し
た
。

　

西
元
さ
ん
が
演
劇
の
楽
し
さ
に

目
覚
め
た
の
は
、
平
成
27
年
の
国

民
文
化
祭【
カ
ン
ヅ
メ
少
年
と「
い

ざ
！
」
い
さ
宝
さ
が
し
の
旅
】
に

参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。「
俳

優
の
村
井
良
大
さ
ん
に
憧
れ
て
、

私
も
お
芝
居
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
、
お
も
い
き
っ
て
劇
団
い
さ

に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
演

技
の
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
初

舞
台
の
緊
張
は
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
」。
そ
の
と
き
の
観
客

の
反
応
が
う
れ
し
く
て
、
本
格
的

に
演
技
を
続
け
る
た
め
に
非
常
口

に
入
団
し
ま
し
た
。

　

演
技
の
魅
力
を
「
自
分
と
は
違

う
い
く
つ
も
の
人
生
を
生
き
ら
れ

る
こ
と
」と
語
る
西
元
さ
ん
。
「
私

自
身
は
、
普
段
は
物
静
か
な
性
格

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
役
柄
に

よ
っ
て
気
が
強
か
っ
た
り
、
母
親

だ
っ
た
り
、学
生
だ
っ
た
り
、キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
考
え
方
や
言

葉
づ
か
い
を
変
え
て
い
ま
す
」
と
、

柔
軟
な
役
作
り
を
心
掛
け
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

舞
台
で
活
動
す
る
一
方
で
、
最

近
で
は
映
画
や
ド
ラ
マ
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
も
積
極
的
に
参
加
。

「〝
私
を
判
っ
て
く
れ
な
い
〟
は
、

荒
天
の
な
か
で
の
撮
影
で
キ
ャ
ス

ト
・
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て

作
り
上
げ
た
思
い
入
れ
の
強
い
作

品
で
す
。
ひ
と
つ
の
出
来
事
を
ふ

た
り
の
視
点
で
描
く
ス
ト
ー
リ
ー

構
成
で
、
私
は
主
役
の
友
人
を
演

じ
て
い
ま
す
。
人
間
関
係
に
お
い

て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
存
在

す
る
心
理
描
写
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
た
ら
」
と
映
画
の
見
ど
こ
ろ

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

「
今
度
は
悪
役
を
演
じ
て
み
た

い
な
ぁ
」
と
笑
う
西
元
さ
ん
。
地

元
に
根
差
し
た
劇
団
員
の
活
躍
に
、

ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

「
私
を
判
っ
て
く
れ
な
い
」

　

YouTube

に
て
予
告
編
を
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
も
募
集
中
。

イサモリイサモリ

あっぱれ!あっぱれ! Vol.21Vol.21

▲非常口は今年２０周年。  「はやく仲間と集まりたい！」

大
河
ド
ラ
マ

「西
郷
ど
ん
」

に
も
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演

▲

西元 麻子さん

演
じ
る
こ
と
は
、
他
人
の
人
生
を
生
き
る
こ
と
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　　　　　　　海音寺潮五郎生誕

「海潮忌 ・文学フェスティバル」

伊佐市出身の直木賞作家、海音

寺潮五郎氏は 1977 年 12 月 1 日

76 歳で逝去。その遺徳を偲び偉

業を顕彰する式典。

期　間　11 月 25 日 （木） ～ 12 月２日 （木）

場　所　大口ふれあいセンター１階

場所　 大口ふれあいセンター３階

日時　１１月２８日（日）12 時 30 分～　（受付 12 時～）

海音寺潮五郎記念「銀杏文芸賞」および「読書感

想文・感想画コンクール」の表彰式、銀杏文芸賞

選者である歌人大口玲子先生・詩人岡田哲也先生・

歌人宮原望子先生による鼎
て い

談。

第第 2121 回回「銀杏文芸賞」入賞者が決定しました

問い合わせ先　社会教育課図書館係　☎２６－１５５４　　  ２３１５

◎授賞式は「海潮忌・文学フェスティバル」の席上で行われます。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、開催を中止に 

　する場合があります。

※参加者はマスクの着用、入場時の手指消毒をお願いします。

　また、入場制限する場合がありますので、あらかじめご了承

　ください。

海潮忌

エッセイ部門

賞 題名　　氏名（住所）

最優秀賞
 枕の下のばら寿司
 水関　清（北海道函館市）

優秀賞

 魅せられて
 今釜 涼子（鹿児島県出水市）

 わすれもの
 木下　景介（鹿児島県姶良市）

佳　作

 恩師
 針持　種子（鹿児島県伊佐市）

 心のスイッチ
 吉松　美津子（鹿児島県薩摩川内市）

 迎え火、揺れて
 髙橋　裕之（鹿児島県伊佐市）

 煤けた黒板
 沖田　亜矢子（鹿児島県伊佐市）

海音寺賞
 ろうそくの炎
 須川　久代（鹿児島県伊佐市）

短歌部門

賞 題名　　氏名（住所）

最優秀賞
 遠くを見つむ
 吉川　七菜子（宮崎県宮崎市）

優秀賞

 舟
 岸　和子（熊本県熊本市）

 眠る獅子
 渡邉　美愛（愛知県名古屋市）

佳　作

 古稀の透析
 鎌田　誠（北海道札幌市）

 睡蓮
 田之上　郁代（鹿児島県鹿児島市）

 なっちゃん、ごめんね
 佐藤　優羽（東京都杉並区）

 夏野菜の夏
 音羽　凜（東京都練馬区）

海音寺賞
 ふるさとの散歩道
 松下　弘子（鹿児島県伊佐市）

文学フェスティバル

定　　価　１冊２００円

　　　　　（限定１００冊）

販売場所　授賞式会場

銀杏文芸賞入賞者の

作品集を販売

写真展示会

海音寺潮五郎氏を広く紹介するために

記録写真を展示します。

内線

120年記念
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申込期限

11 月 22 日（月）

期日 時間 講習内容　　 講師

１1月 29 日

（月）

    ９ :00 ～        ９ :50
  オリエンテーション
  「伊佐市の子育てネットワーク」

  こども課保健師

10:00～ 11:00   小児看護の基礎知識   こども課保健師

11:10 ～ 12:00   ファミリーサポートセンターのしくみ   こども課職員

１2月      １日

（水）

13:30～ 15:00   安全と事故予防、心肺蘇生
  福重寿郎氏（ ＮＰＯこども医療ネット
  ワーク、県立北薩病院小児科部長）

15:10 ～ 16:00   小児栄養   こども課管理栄養士

１2月     ６日

（月）

    ９ :00～ 10:30   こどもの発達   大口病院　心理士

10:40～ 12:00
  こどものあそび、これからの活動について
　会員証発行

  ルピナス保育士　他

会場 　ルピナス　さくらんぼルーム（ｅ－Ｇａなんちゅう：旧大口南中学校）

▽ １ 援助会員・２ 育児サポーターの講習会日程

　送　迎　○保育園・幼稚園・小学校・放課後児

　　　　　　童クラブ等から自宅等へ

　預かり　○保育園・幼稚園・小学校・放課後　

　　　　　　児童クラブ等の終了後や休日

　　　　　○冠婚葬祭・学校行事・保護者の外出

　　　　　　時等

　※送迎・預かりの対象：生後３か月～小学生まで

活動内容

１ 援助会員

　講演会等での託児、地域での声かけや見守り

２ 育児サポーター

　市では、地域ぐるみで子育てを応援する会員組

織として、伊佐市ファミリーサポートセンターを

設置しています。ファミリーサポートセンターの

「援助会員」や「育児サポーター」として、子育

ての応援をしてくださる人を募集します。

　安心して活動できるよう、子どもについて全般

的に学べる講習会を開催しますので、子育ての応

援に興味のある人はぜひご参加ください。

対 象 者　・市内在住で２０歳以上の健康な人

　　　　　・子育て支援に理解のある人

　　　　　・センターが実施する下記講習会を

 　　　　  　受講した人

〈利用条件〉

利用時間　月～土曜日　７時～２０時

※祝日・お盆・年末年始を除く。

料　　金　１時間あたり６００円

上記以外　１時間あたり７００円

※１時間を超えたら３０分ごとに記載

　している金額の半額が加算されます。

活動の場

・会員の自宅など（会員同士で決定する）

・ルピナスルーム（ｅ－Ｇａなんちゅう）   

　も利用できます。

❷依頼内容
　の打診

❶依頼申込み

❸援助会員の紹介

❹事前打合せ ❺活動開始

❻活動報告書の作成、報酬の受け渡し

依頼会員

活動の場

援助会員

伊佐市ファミリー
サポートセンター

１ 伊佐市ファミリー
　 サポートセンター 
　援助会員

２ 伊佐市大口子育て支援センター

　育児サポーター 

ファミリーサポートセンターのしくみ

申込・問い合わせ先

伊佐市大口子育て支援センタールピナス　　 ☎２３－５０８０

担当係　こども課子育て支援係（大口庁舎）　☎２３－１３１１　　　１２１７内線

募集
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　山野小学校５・６年生が日産車体株式会社

湘南工場（神奈川県平塚市）をオンライン上

で見学をしました。工場見学は、湘南工場に

勤務する平田和宏さんが同校卒業生であるこ

とが縁で実現しました。

　車体の組立や塗装などの製造工程をクイズ

形式でわかりやすく解説し、児童の質問にも

平田さんが丁寧に回答していました。中村伊

里さん（６年生）は「空飛ぶ車が開発されて

いることに驚いた。はやく乗ってみたいで

す！」と話しました。

　障がい者等基幹相談支援センターを、大口

庁舎１階の福祉課窓口に開設しました。

　同センターの看板は、生活介護事業所　彩

（いろどり）の利用者らが手書きで制作した

作品です。ポップなデザインには、「誰でも

気軽に相談窓口に来れるように」との願いが

込められています。

　障がいのある人やその家族等の地域生活に

関する支援を行います。お気軽にご相談くだ

さい。

オンライン工場見学

カラフル看板　障がい者等基幹相談支援センター

９ 29

※清永啓太さん（地域おこし協力隊）のイラストを掲載します。季節で変わる予定ですので、お楽しみに！

10 １

　女優の上白石萌歌さん（鹿児島市出身）が

伊佐を旅して、まちの魅力を体験しました。

　曽木の滝公園や布計小学校跡などを訪問し

た上白石さんは「みなさんの温かいおもてな

しと豊かな自然、おいしい食べ物にとても癒

されました。今度はプライベートで家族と訪

れたいです」と話しました。

　旅の様子は、「月刊旅色」のホームページ

（https://tabiiro.jp) でご覧いただけます。

紙冊子は 11 月下旬に発行予定。

上白石萌歌さんが伊佐を旅する

９ 22・23
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「宝くじの助成金」 で

整備しました

　本年度、宝くじの社会貢献広報事業として、

宝くじの受託事業収入を財源に実施している

コミュニティ助成事業において、平出水校区

コミュニティ協議会が備品等の整備を行いま

した。

　今後も地域コミュ

ニティ活動を充実さ

せ、地域活性化を

図っていきます。

　市内各地の田んぼで、稲刈りが行われてい

ます。

　10 月 14日、針持小学校近くの田んぼでは、

保護者や老人クラブのみなさんの協力のもと、

児童が稲刈りを体験しました。

　広報いさ６月号で表紙を飾った濱崎冴亮さ

ん（４年生）は「鎌で手を切らないよう注意

しながら作業したのでとても疲れました。み

んなでお米を食べるのが楽しみです！」と元

気に話しました。

秋の実り　新米できました！

　令和３年７月豪雨災害の復旧業務のために、

西之表市職員（技師）が派遣されています。

合計４人の職員が交代で農政課耕地係に勤務

し、災害復旧業務に従事していただきます。

　10 月４日の辞令交付式では、心強いご支

援に対し、橋本市長が感謝の意を述べました。

任期は 12 月 12日まで。

　（写真左から）高橋　英樹さん

　　　　　　　 植村　秀昭さん

西之表市から職員派遣

10 ４

池原武志　遺作展

　7 月 31 日に急逝した日本画家・池原武志

さん（大阪府出身）を偲ぶ遺作展が、大口ふ

れあいセンターで開催されました。池原さん

は 2001 年度芸術文化交流員として、伊佐

を拠点に創作活動を続けられました。

　遺作展は、生前交流があった市民有志等が

企画したもので、大阪からご両親も観覧に訪

れて、池原さんの作品を観ながら故人を偲び

ました。

　ご両親は「市の福祉行政に役立ててほしい」

と、市に寄附金を贈呈しました。

10 9～28

10 14
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　伊佐湧水地区防犯協会は、10 月 11 日か

ら 20 日までの「全国地域安全運動」期間

に合わせて、市内の各小学校に見守りベス

トと防犯のぼり旗を贈呈しました。

　冬は日没時間がはやくなります。子ども

たちの見守りや、運転時のはやめのライト

点灯などにご協力をお願いします。

防犯グッズ贈呈

　大口明光学園高等学校２年Ｂクラスの生徒

らが市長を訪問し、曽木の滝公園復旧のため

の寄附金を贈呈しました。

　この寄附金は、同クラスの有川和子さんの

新聞投稿をきっかけにチャリティ写真展が開

催されたことを受けて、「私たち学生もでき

ることをしよう」と校内に呼びかけて集めら

れた募金です。

　横山莉子さんは「多くの人が快く協力して

くれました。少しでも地域のお役に立てたら

うれしいです」と話しました。

９ 29

　観光ボランティアガイド「伊佐の風」のみ

なさんが市長を訪問し、寄附金を贈呈しまし

た。この寄附金は、今年７月豪雨災害で被害

を受けた曽木の滝公園の「チャリティ写真展」

で集められた募金。

　山下明世会長は「たくさんの方々の協力に

感謝します。少しでも公園の復旧・復興のお

役に立てれば」と話しました。

　11 月 14 日から 23 日まで、同公園内で写

真展を開催する予定。　

10 11

曽
木
の
滝
公
園
の
復
旧
に
役
立
て
て

　大口東小学校運動会閉会式後に「希望のペット

ボトルキャッププロジェクト」が行われました。

　児童と保護者らが協力して、コロナ禍の生活を

表すボトルキャップを貼り付けて「おおくちひが

し」の巨大看板をつくりました。

　ボンドが完全に固まってから、校門に掲げると

のことです。

コロナ終息を願う　ボトルキャップ

９ 26

　伊佐市出身の写真家髙松飛鳥さんが「となりのウミガメ」を

出版し、市内小中学校などへ同写真集 61 冊を寄贈しました。

　この写真集は、沖縄県座間味島の美しい海に生きるウミガメ

の貴重な生態を楽しめるほか、漂流ゴミなどの環境問題につい

ても学習できる内容です。

沖縄の自然を感じて
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福
岡

緊
急
事
態
宣
言
下
の
福
岡

ら
は
「
か
ご
し
ま
黒
豚
」
を
紹
介
。
選
ば

れ
る
よ
う
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
プ
レ
ゼ

ン
を
お
願
い
し
ま
す
！
と
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
似
て
い
る
（
特
に
体
型
が
）
と
い

わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
「
西
郷
ど
ん
」
の
扮

装
を
し
て
収
録
に
挑
み
ま
し
た
。
大
物
芸

能
人
を
前
に
も
の
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。

「
お
い
ど
ん
は
西
郷
！
か
ご
し
ま
黒
豚
を

た
も
い
や
ん
せ
！
」
と
Ｐ
Ｒ
し
、
食
い
つ

い
て
は
も
ら
い
ま
し
た
が
結
果
及
ば
ず
…
。

で
も
イ
ン
パ
ク
ト
は
残
せ
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
収
録
の
様
子
はFacebook

で
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
市
美
術
館
で
は
人
気
漫
画
「
キ
ン

グ
ダ
ム
」
の
原
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
者
の
原
泰
久
先
生
は
伊
佐
市
出
身
の
漫

画
家
井
上
雄
彦
先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
め
の

キ
ャ
ン
バ
ス
に
水
墨
で
書
か
れ
た
作
品
に

は
、
そ
の
影
響
を
随
所
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
作
品
に
影
響
を

与
え
る
井
上
先
生
の
偉
大
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

（
山
下　

眞
芳
）

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
緊
急
事
態

真
っ
只
中
の
福
岡
県
で
し
た
。
予
定
さ
れ

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
中
止
に
な

り
、
試
行
錯
誤
し
た
期
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
８
月
末
に
ア
ク
ロ

ス
福
岡
で
「
奄
美
の
世
界
自
然
遺
産
展
」

を
開
催
し
、
奄
美
出
身
の
写
真
家
の
作
品

や
パ
ネ
ル
展
示
に
よ
り
奄
美
の
魅
力
を
発

信
し
ま
し
た
。
同
時
期
に
福
岡
三
越
に

て
行
わ
れ
た
物
産
展

に
併
せ
て
、
観
光
Ｐ

Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
気
兼
ね

な
く
鹿
児
島
を
訪
れ

て
く
れ
る
日
が
1
日

も
早
く
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
収
録
が
あ

り
出
演
し
ま
し
た
。
芸
能
人
の
み
な
さ
ん

が
九
州
６
県
（
福
岡
、
大
分
、
佐
賀
、
宮
崎
、

熊
本
、
鹿
児
島
）
の
食
材
を
組
み
合
わ
せ

て
、
唯
一
無
二
の
鍋
料
理
を
作
る
と
い
う

も
の
。
自
慢
の
食
材
を
各
県
担
当
者
が
プ

レ
ゼ
ン
し
て
、
ド
ラ
フ
ト
形
式
で
選
ん
で

も
ら
う
と
い
う
企
画
で
し
た
。
鹿
児
島
か

だ
よ
り

　

イ
チ
ジ
ク
は
江
戸
時
代
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
世

界
中
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
果
物
で
す
。

　

生
や
乾
燥
し
た
果
実
を
食
べ
る
と

痔
疾
、
便
秘
、
貧
血
、
吐
血
、
鼻
血
、

下
血
、
二
日
酔
い
に
効
く
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
化
を
助
け
て

健
胃
剤
と
な
る
優
れ
た
果
実
で
す
。

特
に
便
秘
で
お
困
り
の
人
は
、
朝
夕

に
２
個
程
度
は
食
べ
る
よ
う
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

種
に
は
植
物
性
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
乱
れ
た
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
の
で
、
女

性
特
有
の
症
状
で
あ
る
生
理
痛
や
更

薬
草
を
食
べ
て
健
康
に　
【
イ
チ
ジ
ク
】

薬
草
を
食
べ
て
健
康
に　
【
イ
チ
ジ
ク
】

年
期
障
害
を
軽
減
す
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

十
分
に
乾
燥
し
た
葉
（
直
射
日
光

に
１
週
間
以
上
あ
て
る
）
を
浴
湯
料

と
す
れ
ば
、
痔
、
脱
肛
、
神
経
痛
、

リ
ウ
マ
チ
、
婦
人
病
、
腰
痛
、
冷
え

性
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
冬
場
を
迎
え
、
特
に
冷
え
性
で

お
悩
み
の
人
は
、
乾
燥
し
た
イ
チ
ジ

ク
の
葉
と
ヨ
モ
ギ
の
葉
を
同
量
煎
じ
、

そ
の
煎
液
を
風
呂
に
入
れ
て
入
浴
す

る
と
、
身
体
が
温
ま
り
、
肌
も
き
れ

い
に
な
り
ま
す
。

＊
村
上
光
太
郎
著
「
薬
草
を
食
べ
る
」
か
ら
出
典

【イチジクのコンポート】

　赤ワイン 300 ㏄、 水 135 ㏄、

グラニュー糖 135 ｇ、 レモン汁

15 ㏄を鍋に入れてよく混ぜる。

シナモンスティック１本、 八角３個、

クローブ５個を加える。 そこにイチ

ジクの果実５個を入れて落し蓋を

し、 中火にかけて沸騰したら火を

止めます。 粗熱がとれたら、 保存

用容器にいれて

冷蔵庫で冷やし

ます。

問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120-85-8341 または ☎ 0995-24-4631

ＤＭＯや さ ちいし ま

Facebook にて
発信中！

「かごしま
ふくかん情報」

鹿児島県福岡事務所
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「大工の落書」 舞台稽古に向けて準備中。
コンセプトは 「伊佐の焼酎がもっと美味しくなる劇」 です！

鹿の燻製、ご好評頂いておりましてうれしい限りです！
初めて鹿を食べるという方が多くて驚いております。

あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
温
度
を
上

げ
る
の
は
、
粘
土
を
硬
く
焼
き
締

め
る
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。

　

比
べ
て
土
器
は
、
６
０
０
度
～

８
０
０
度
あ
た
り
で
焼
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
温
度
で
は
通
常
、
釉ゆ

う

薬や
く

は
溶
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
も

硬
く
焼
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
水

を
吸
っ
て
、
滲
み
ま
す
。
土
器
の

場
合
は
、
釉ゆ

う
や
く薬

の
代
わ
り
に
蜜み

つ
ろ
う蝋

や
漆
、
炭
な
ど
を
撥は

っ
す
い水

に
使
っ
て

い
ま
す
。

　

土
器
は
、
陶
器
の
前
に
あ
っ
た

過
去
の
も
の
。
し
か
し
、
決
し
て

劣
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
特

性
を
知
る
こ
と
で
現
代
で
も
気
軽

に
使
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
近
日
直
売
所
に
て
、
た
の

か
ん
さ
あ
土
器
の
販
売
予
定
で

す
！
」　
　
　

 　

（
佐
野　

る
り
）

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！

他県の高校の講師をする機会が増えてきました。 伊佐になにか持ち帰れるように頑張ります！

ふるさと納税の返礼品を制作してみています！

今年の伊佐プレミアム商品券のデザイン一式を担当しました。
「明るく元気に応援！」 がテーマです。

西　上

清　永

　

早
い
と
こ
ろ
で
新
米
の
収
穫
が

近
づ
い
て
い
ま
す
ね
。
伊
佐
に
移

住
を
し
て
か
ら
初
め
て
の
新
米
。

楽
し
み
で
す
！

　

さ
て
、今
回
は
「
土
器
」
と
「
陶

器
磁
器
」
の
違
い
に
つ
い
て
お
話

を
い
た
し
ま
す(

あ
く
ま
で
私
の

視
点
な
の
で
、
ご
参
考
ま
で
に)

。

　

普
段
み
な
さ
ん
が
使
っ
て
い
る

お
茶
碗
な
ど
は
、
陶
器
や
磁
器
で

す
。
土
や
石
か
ら
成
っ
た
粘
土
が

原
料
で
、
お
お
よ
そ
１
２
０
０
～

１
３
０
０
度
で
焼
か
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
そ
れ
ら
は
な
ぜ
高
温
で

焼
か
れ
る
の
か
。
多
く
の
や
き
も

の
は
、
粘
土
の
体
に
釉ゆ

う
や
く薬

を
纏ま

と

っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ガ
ラ
ス
状
の

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
材
で
、
綺
麗
に
溶

か
す
た
め
に
高
温
に
す
る
必
要
が

石　田

金　山

小　仲

田　﨑

　

着
任
以
来
、
二
度
目
の
コ
ラ
ム

で
す
。
最
近
私
は
、
寒
暖
差
か
ら

か
ど
う
も
疲
れ
や
す
く
な
り
、
自

律
神
経
の
乱
れ
が
心
配
で
す
。

　

さ
て
、
ま
ず
広
報
紙
の
一
言
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
移
住
者
や
旧

山
野
線
の
情
報
を
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
佐
の
魅
力
を
発
信
す
る
上
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
、
伊
佐
の
こ
と
を
ど
ん
ど
ん

知
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
今
回
も
、
私
の
出
会
え
た

伊
佐
の
魅
力
、
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
。

　

「
ぶ
ん
ぶ
く
茶
釜
」
と
い
う
、

茶
釜
に
化
け
た
狸
の
お
話
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
出
会
っ
た
の
は
、

ま
さ
に
そ
う
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
茶
釜
、
手
取
釜
で
し
た
。

　

あ
る
ご
縁
か
ら
古
民
家
の
片
付

け
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で

出
会
っ
た
の
が
、
こ
の
狸
モ
チ
ー

フ
の
茶
釜
。
注
ぎ
口
に
は
顔
、
蓋

に
は
玉
袋
、
側
面
に
は
尻
尾
の
飾

り
が
。
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
デ
ザ
イ

ン
で
あ
り
な
が
ら
、
底
も
平
ら
で
、

容
量
か
ら
し
て
も

実
用
性
は
十
分
で
す
。

　

「
古
く
て
も
良

い
物
」
で
は
な
く
、

「
古
い
か
ら
良
い

物
」
と
出
会
え
る
。
日
々
空
き
家

と
接
す
る
中
で
も
、
そ
の
魅
力
を

感
じ
る
こ
と
は
多
い
で
す
。
み
な

さ
ん
も
空
き
家
や
古
い
物
を
見
直

し
て
み
る
と
、
思
わ
ぬ
お
宝
と
出

会
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

（
田
畑　

敦
大
）

草木染めワークショップをします！詳しくは　　　　　　　をご覧ください。23ページ

土器
（蜜蝋）

土器
（薄く漆）

陶器
（釉薬）

陶器
（薪窯にて自然灰被り）
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

　

う
そ
電
話
詐
欺
の
手
口
は
、
日
々
、

悪
質
で
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

犯
行
手
口
を
知
っ
て
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

〇
電
子
マ
ネ
ー
の
購
入
を
求
め
る
電
話

　

詐
欺
に
注
意
！

　

サ
イ
ト
の
未
納
料
金
、
手
続
料
な
ど

の
支
払
方
法
と
し
て
、「
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
電
子
マ
ネ
ー（
カ
ー
ド
）

を
買
っ
て
、
カ
ー
ド
番
号
を
教
え
る
よ

う
に
」
と
言
わ
れ
た
ら
う
そ
電
話
詐
欺

の
手
口
で
す
。

〇
利
用
料
金
の
未
納
等
を
通
知
す
る
メ

　

ー
ル
に
注
意
！

　

「
利
用
料
金
の
未
払
い
が
あ
り
ま
す
」

「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
会
員
登
録
さ
れ

ま
し
た
」「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し

た
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、
利

用
料
金
や
手
続
料
を
請
求
す
る
メ
ー
ル

や
警
告
等
は
う
そ
電
話
詐
欺
の
手
口
で

す
。

〇
還
付
金
の
受
取
の
手
続
き
と
し
て
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
に
誘
導
す
る
電
話
に
注
意
！

　

市
役
所
職
員
等
を
か
た
り
、「
介
護

保
険
の
払
戻
し
が
あ
り
ま
す
」「
Ａ
Ｔ

１
１
０
番

だ
よ
り

う
そ
電
話
詐
欺
被
害
防
止

う
そ
電
話
詐
欺
被
害
防
止

冷
静
に
…

冷
静
に
…

冷
静
に
…

冷
静
に
…

ま
ず
は
相
談

ま
ず
は
相
談

問い合わせ先　長寿介護課（地域包括支援係・高齢者支援係）　☎２３－１３１１

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

11
月
の
対
象
活
動

○
長
寿
健
診
結
果
報
告
会
、
結
核

　

検
診
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト

  

忠
元

「見
守
っ
て
い
ま
す
」

「見
守
っ
て
い
ま
す
」

の
意
味
を
込
め
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
意
味
を
込
め
て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

　

鹿
児
島
県
で
は
、
９
月
21
日
の
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
を
含
む
日
曜
か

ら
土
曜
ま
で
の
１
週
間
を
「
認
知
症
を

理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
」
と
し
、

令
和
３
年
度
は
９
月
19
日
か
ら
25
日
ま

で
の
期
間
中
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普

及
・
啓
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
で
は
初
の
取
組
み
と
し
て
、

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
の
ス
ク
エ

ア
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
認
知
症
支
援
の
シ

ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
色
に

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
温
か
さ
を

感
じ
さ
せ
る
オ
レ
ン
ジ
色
は
、「
手
助

け
し
ま
す
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
孤

独
や
不
安
を
抱
え
る
認
知
症
の
本
人
や

家
族
へ
、「
一
人
じ
ゃ
な
い
」「
い
つ
も

見
守
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
灯
り
を
見

に
来
た
人
は
、「
認
知
症
を
考
え
る
機

会
に
な
っ
た
」
と
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
照

ら
さ
れ
た
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
大
口
・
菱
刈
の
図

書
館
に
認
知
症
に
関
す
る
書
籍
の
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
多
く
の
人
が
関
心

を
持
ち
、
本
を
手
に
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
認
知
症
は
他

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
で
お
こ
る
認
知
症
を
「
完
治
」

さ
せ
る
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
地
で

認
知
症
を
理
解
し
、
と
も
に
生
き
る
地

域
づ
く
り
は
進
ん
で
い
ま
す
。
認
知
症

に
な
っ
て
も
、
介
護
す
る
側
に
な
っ
て

も
、
誰
も
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
地
域
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
広
報
い
さ
９
月
号
に
認
知
症
の
特
集
を
掲

　

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・・
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
２
３
７
７

・・
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉖
１
３
０
７

Ｍ
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
」
な
ど
と

言
っ
て
還
付
金
受
取
の
電
話
が
き
た
ら
、

う
そ
電
話
詐
欺
の
手
口
で
す
。
携
帯
電

話
で
相
手
が
指
示
す
る
と
お
り
に
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
す
る
と
、
相
手
の
口
座
に
お

金
を
送
金
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◎
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

●  

優
良
防
犯
電
話
（
迷
惑
防
止
機
能
付

　

電
話
機
）
へ
の
変
更
や
留
守
番
電
話

　

機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
な
ど
し
て

　

不
審
電
話
を
受
け
な
い
対
策
も
検
討

　

し
ま
し
ょ
う
。

●   

お
金
や
個
人
情
報
に
関
す
る
電
話
や

　

メ
ー
ル
は
、
慌
て
て
対
処
せ
ず
、
手

　

続
き
す
る
前
に
家
族
や
警
察
等
に
相

　

談
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
頃
か
ら
「
詐
欺
の
電
話
や
メ
ー
ル

も
あ
る
か
ら
注
意
し
て
ね
」
と
家
族
や

身
近
な
人
と
話
題
に
す
る
な
ど
、
み
ん

な
の
力
で
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

相談窓口
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問い合わせ先　こども課こども相談係　☎２９－５５１１

児童虐待は社会全体で

　解決すべき問題です

健康
コーナーコーナー

で
す
。
お
せ
っ
か
い
と
思
わ
れ
て
も「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
な
ど
声
を
か
け
、
温

か
い
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
う
し
た
支
援
が
、
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

　

特
に
昨
年
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会

全
体
の
余
裕
が
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
伊
佐
市
で
辛
い
・
悲
し
い
思
い

を
す
る
子
ど
も
や
保
護
者
が
一
人
で
も

い
な
く
な
る
よ
う
に
、
地
域
の
み
ん
な

で
子
育
て
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育
者
等
が
、

子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、
す
こ
や
か

な
成
長
・
発
達
を
損
な
う
行
為
で
す
。

し
つ
け
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
が
子
ど
も

の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
れ
ば

虐
待
で
す
。
虐
待
を
受
け
続
け
る
と
子

ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達
に
さ
ま
ざ

ま
な
悪
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
近
年
、

科
学
的
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
が
起
き
る
背
景

　

虐
待
が
起
き
る
特
定
の
原
因
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
虐
待
を
す
る
親
が
特

別
な
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
虐
待
の
発

生
リ
ス
ク
は
、
保
護
者
自
身
に
仕
事
や

人
間
関
係
な
ど
で
の
過
度
な
ス
ト
レ
ス

が
あ
る
こ
と
や
予
期
し
な
い
妊
娠
な
ど

保
護
者
側
の
要
因
、
養
育
者
に
と
っ
て

何
ら
か
の
育
て
に
く
さ
が
あ
る
な
ど
の

子
ど
も
側
の
要
因
、
経
済
的
困
窮
や
社

会
的
孤
立
な
ど
の
環
境
的
要
因
が
複
数

組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
高
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
子
育
て
を
支
え
る
地
域
に

　

虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
、
リ
ス
ク
要
因

が
組
み
合
わ
さ
ら
な
い
よ
う
に
働
き
か

け
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
昔
は
、
複

数
世
代
同
居
家
庭
が
多
く
、
親
以
外
の

大
人
も
一
緒
に
子
育
て
し
た
り
、
近
所

の
人
が
子
ど
も
に
関
わ
り
地
域
で
子
育

て
す
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
は
親
と
子
ど
も
だ
け
の
世
帯

が
増
え
、
近
所
で
も
知
ら
な
い
子
育
て

世
代
に
は
声
を
か
け
ら
れ
な
い
雰
囲
気

を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
し
て
地
域
ぐ
る

み
で
子
育
て
家
庭
を
温
か
く
見
守
り
、

保
護
者
や
子
ど
も
に
さ
り
げ
な
く
声
か

け
や
手
助
け
を
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要

オレンジリボンには

子ども虐待を防止するという

メッセージが込められています。

●   いつも子どもの泣き叫ぶ声や

　保護者の怒鳴り声がする
●   不自然な傷や打撲のあとがある
●   衣類やからだがいつも汚れている
●   落ち着きがなく乱暴である
●   夜遅くまで一人で家の外にいる
●   表情が乏しい、活気がない　　など

●   地域などと交流が少なく孤立している
●   小さい子どもを家に置いたまま外出している
●   子どものケガについて不自然な説明をする
●   子育てに関して拒否的・無関心である／強い

　不安や悩みを抱えている　　など

子
ど
も

子
ど
も
や
保
護
者
が
こ
ん
な
サ
イ
ン
を

出
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん 保

護
者

連絡・相談窓口

◆伊佐市トータルサポートセンター

　☎２９－５５１１  （平日９時～17 時）

◆こども課　☎２３－１３１１（市役所代表・随時対応）

◆鹿児島県中央児童相談所

　☎０９９－２６４－３００３（24 時間）

◆児童相談所全国共通ダイヤル　１８９番（24 時間）

※お近くの児童相談所につながります。

あなたの連絡・相談が子どもを守ると

ともに、子育てに悩む保護者を支援す

るための大きな一歩となります。 と思ったら、迷わず連絡してください

虐待かも ?!
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　平出水小のキャッチフレーズは

　　　です。全校児童20名という小さな学校です

が、思いやりや自信をもった子、学習したことを生

かし伝え合うことのできる子、やり抜く心をもった

子となるよう、児童、職員、保護者、地域の方々み

んなで校訓の「明るく　かしこく　たくましく」へ

もち」
「小さくても力

平出水小学校
vol. ７

かがやく

豊かな自然
校区全体で見守る
温かい雰囲気

!!

　鉢窪 伸吾　校長

向けて取り組んでいます。その手立ての一つとして、子どもたちの頑張りや心が

け、チームワーク、道徳心、その他、何でも子どもたちの良さを「キラリ」とし

て認め、自信や誇りを育てようという取組んでいます。

　本校は、平成30年度から特認校制度を取り入れています。現在の児童数20名のうち９名

が特認校生です。児童数は20名と少ないのですが、一時期９名まで減少していた頃から比べ

ると、学校がにぎやかになったと地域の人も喜んでくださっています。

　この特認校制度を支えているのは、子ども一人ひとりを見守ることのできる環境です。毎朝、

青パト隊が７時過ぎから最後の子どもが登校するまで子どもの登校を見守ってくださっていま

す。誰が通って誰が通っていないのかが分かっています。私はコミュニティの会長さんと正門

前で子どもを迎えるのですが、会長さんも「○○さん。おはようございます」と子ども一人ひ

とりの名前を呼びながら挨拶をしています。名前を呼ぶというのは、とても大切なことだと思

います。子どもたちも「○○さん。おはようございます」という言い方を覚えていきます。こ

うして呼名先手挨拶を推進しています。今はコロナ禍でなかなかできないことも多いのですが、

いろいろな行事にも地域のみなさんが協力してくださいます。校内では、職員が子ども一人ひ

とりの状況をよく見て指導しています。保護者の方も、地域の方や職員と連携をとりながら子

どもたちの成長を見守っています。

　このように、子ども、保護者、職員、地域が良い距離感をもちながら一致団結できるところ

が平出水の良さであり強みだと思います。人を育てるのは人です。いろいろな人と関わりなが

ら、「力もち」な人に育ってほしいなと思っています。

児童数と特認校生実績

　　　　　　　全児童数　　特認校生

平成 31 年１月　　　10 人　　     　１人

平成 31 年４月　　　13 人　　　     ３人

令和２年４月　　　　 22 人　　       ６人

令和３年 10 月　　 20 人　　       ９人

　校舎裏で栗拾い！みんなでマロンケーキ

をつくって、 秋の味覚を堪能しました！

秋の味覚！栗の木の下で

今
月
の
表
紙
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図書館へようこそ

Welcome to Library

【今月の新刊本】

　  は休館日　　　はイベント

開館時間　火 ～ 土：９時～１８時

　　　　　日・祝日：９時～１７時

【おすすめの一冊】 （新刊全点案内より引用）

児  童

　今日は新しい特急列車が初

めて走るお祝いの日。だが発

車寸前、車掌のひげおじさん

のところに小さな女の子ヨリ

ーが「発車しちゃだめーっ！」

と駆け込んできて…。オラン

ダの国民的作家と画家が子ど

もたちへ贈る、ゆかいな物語。

　所蔵館：両館

　大切で大好きな相手

であればあるほど、い

まは会えない。父と娘

は、画面越しで会話し

…。「天の川の両岸」

など、夜空にちりばめ

た 11 の小さな星たち

の物語を収録。

　所蔵館：両館

かぞえきれない星の、 その次の星

　  重松　清

（出版：岩波書店）

一  般

（出版：KADOKAWA）

おてんばヨリーとひげおじさん 

アニー ・ M.G. シュミット

【　児　童　】 所蔵館

そらからおちてきてん ジョン・クラッセン 両館

チリとチリリよるのおはなし どい かや 両館

きょうものはらで エズラ・ジャク・キーツ 両館

まちのナニコレ？図鑑 大口

おやすみなさい いもと ようこ 菱刈

【　一　般　】 所蔵館

本が紡いだ五つの奇跡 森沢 明夫 両館

ブルース Red 桜木 柴乃 両館

民王　シベリアの陰謀 池井戸 潤 両館

知識ゼロからの空き家対策 杉谷 範子 大口

至福のチーズレシピ 若山 曜子 菱刈

○○

【 11 月の図書館カレンダー】

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

さくら
いさと

伊佐図

問い合わせ先

大口図書館 （大口ふれあいセンター内）　　　　　　　 ☎㉒０４１７

菱刈図書館 （菱刈ふるさといきがいセンター内）　 ☎㉖３０００

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。

【イベント情報】 ※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して中止や延期する場合があります。

○○大人のためのおはなし会

日 　時　11 月 13 日（土）１０：00 ～１１:００

場 　所　大口ふれあいセンター１階　和室

内 　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大人のための

　　　　おはなし会

○○ふれあいメルヘンひろば

日 　時　11 月 27 日（土）１０：30 ～１１:００

場 　所　大口図書館

内 　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙

　　　　芝居の読み聞かせ

出前読み聞かせの様子

○○

○○

南永小学校

大口東小学校
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ド
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　10 月 22 日現在の情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の状況で、

内容が変更等になることがあります。詳しくはお問い合わせください。

伊
佐
市
役
所
代
表
電
話

☎
２
３
―

１
３
１
１

子ども医療費助成の対象が広がります

　住民税課税世帯の未就学児に加え、中学生（15 歳

に達する日以後の最初の 3 月 31 日）までのお子さ

んが新たに対象になります。

【申請に必要なもの】

❶ 対象の子どもの保険証

❷ 振込口座がわかるもの（通帳・キャッシュカード等）

❸ 対象の子ども・保護者の個人番号のわかるもの（住所が伊佐市にある人は不要）

❹ 申請者の本人確認書類（個人番号カード・免許証・保険証等）

受付時間　 　　　　　　　　　　　※土・日・祝日を除く平日のみ９時～ 17 時 15 分

　新たに対象となるお子さんについては、申請が必要です。

対象者には、通知を 10 月末に送付していますので、申請手

続きをお願いします。

申請受付　　　　　　　から随時受付けます。11月８日

手続き

●助成する額

住民税課税世帯の３歳～小学校就学前までのお子さんは、これまで医療費の一部負担金

から 3,000 円を控除した額が助成対象でしたが、令和４年１月診療分から中学生まで全

額助成になります。

※保険医療機関にて窓口負担をしていただいた後、県内の医療機関については、自動償還

払いとなります。県外の医療機関については、こども課への申請が必要になります。

住民税課税世帯の小・中学生が

新たに対象に加わります。 月から

令和４年

１

※住民税非課税世帯のお子さんについては令和３年４月１日から「18 歳に達する日以後

の最初の３月 31日まで」に拡大しています。

受付場所　 こども課の窓口（大口庁舎）

問い合わせ先　こども課子育て支援係　　　１２１７内線

新たに対象となる子ども

Information
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　伊佐市民の約 94％の人がきちんと納付しています。

　市では税等の公平性を守るため、納期限を過ぎても納付

いただけない人に対して、滞納処分を強化しています。

「預貯金」・「給与」・「生命

保険」・「不動産」・「動産」

などを差押さえます。

「自動車等」はタイヤロッ

クを装着し、完納になるま

で外しません。

事務所や居宅への「家宅捜

索」などを行います。

　延滞金は、納期限の翌日から納付の日まで

に応じ、税額に年 8.8％（ただし、納期限の

翌月からひと月を経過する日までの期間につ

いては、年2.5％）の割合で計算されます。

　納期限に自動的に引き落とされるので納め忘れ

がなく、納付のために窓口に出向く必要もないの

で便利です。

　取引のある金融機関に、通帳と届出印を持って

お手続きください（納税義務者毎に必要です）。

滞納処分強化中！滞納処分強化中！滞納処分強化中！滞納処分強化中！

必ず徴収します

逃げ得は許しません !!

市税・保険料の
市税・保険料の

  滞納  滞納

１１ ・ １２月は市税等

徴収強化月間

１２月は国保税県下一斉

滞納整理強化月間

市税 ・保険料の納期内納付にご協力ください

滞納処分の主な例

延滞金

納付は

 口座振替  が

確実で便利です

Information

問い合わせ先　税務課収納管理係　　　１２０５内線

　失業や病気、災害等やむを得ない

事情で納期内に納められない人は、

お早めにご相談ください。平日の昼

間に時間の取れない人は、事前に連

絡をいただければ時間外でも対応し

ます。

お困りの時は、　

まず納税相談を！

差
押

差
押

ロック
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

　

例
年
、
11
月
23
日
に
開
催
し
て
い
る
湯

之
尾
神
社
・
豊
祭
の
「
浜
下
り
」（
獅
子
駒
・

こ
ど
も
神
輿
等
）
と
、
湯
之
尾
神
舞
（
県

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
の
奉
納
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
本
年
度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

湯
之
尾
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

☎
㉖
４
２
６
１

「湯
之
尾
神
舞
」
等
の
中
止
の
お
知

ら
せ

令
和
４
年
度

「裁
判
員
候
補
者
」
ま

た
は

「検
察
審
査
員
候
補
者
」
に
選

ば
れ
た
み
な
さ
ん
へ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
20
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
く

じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
。
伊
佐
市
に
対
す
る

割
当
人
数
は
、
裁
判
員
候
補
者
が
53
人
、

検
察
審
査
員
が
９
人
で
す
。

選
ば
れ
た
候
補
者
に
は
11
月
中
旬
頃
に

「
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が

届
き
ま
す
。

候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

名
簿
に
登
録
さ
れ
裁
判
員
・
検
察
審
査

例
年
、11
月
28
日
に
開
催
し
て
い
る「
下

手
水
天
祭
（
奉
納
踊
り
）」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

本
年
度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
財
係

２
３
１
５

下
手
水
天
祭
の
中
止
の
お
知
ら
せ

▽
11
月
10
日

（水
）

□
曽
木
・
針
持
校
区

18
時
30
分

□
羽
月
・
羽
月
西
・
羽
月
北
校
区

19
時
30
分

▽
11
月
14
日

（日
）

□
南
永
・
本
城
・
湯
之
尾
・

菱
刈
・
田
中
校
区

６
時

※
例
年
、
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
「
防
火
セ
レ
モ
ニ
ー
」
と

「
防
火
パ
レ
ー
ド
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

本
年
度
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
交
通
消
防
防
災
係

１
１
１
８

員
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に

お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ
の
制
度

で
す
。
い
ず
れ
も
専
門
的
な
法
律
知
識
は

い
り
ま
せ
ん
。

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
裁
判
員

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

☎
０
９
９
―
２
２
２
―
７
１
５
７

▽
検
察
審
査
員

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
９
９
―
８
０
８
―
３
７
１
９

内
線

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日

（火
）
～
15
日

（月
）

訓
練
日
程

▽
11
月
9
日

（火
）

□
大
口
・
大
口
東
・
牛
尾
校
区18

時
30
分

□
山
野
・
平
出
水
校
区

19
時
30
分

　おうち時間

家族で点検

　火の始末

今年度全国統一防火標語

Ｈ
Ｉ
Ｖ
平
日
夜
間
検
査

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
と
は
、
エ
イ
ズ
の
原
因
と

な
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）

に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
血

液
検
査
の
こ
と
で
す
。

11
月
16
日
～
12
月
15
日
の
「
鹿
児
島

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、
平

日
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
結
果

が
そ
の
日
の
う
ち
に
わ
か
る
即
日（
迅
速
）

検
査
で
、
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

検
査
は
、
予
約
制
に
な
り
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
診
や

検
査
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日

時

11
月
30
日

（火
）

17
時
～
19
時

場

所

大
口
保
健
所

申
込
期
限

11
月
25
日

（木
）
17
時
ま
で

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

大
口
保
健
所
保
健
係

☎
㉓
５
１
０
３

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ （内線番号をお伝えください。 担当係におつなぎします。）
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再造林の必要性

伐ったら、

植えよう！

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
被
害
を
無
く
す
た

め
、
書
損
じ
ハ
ガ
キ
等
を
集
め
て
換
金
し
、

地
雷
撤
去
の
た
め
書
損
じ
ハ
ガ
キ
を

集
め
て
い
ま
す

再造林とは

スギやヒノキなどの人工林を伐採した跡

地に苗木の植栽を行うことです。

再造林に対する助成制度

① 造林補助事業（公共事業）

 標準経費の 68％または 36％の補助率

② 未来につなぐ森林づくり推進事業（みん

 なの森づくり県民税関係事業）

 苗木等の資材代に対する経費の定額補助

 など

なぜ、再造林が必要なのか

　人工林の伐採跡地を放置すると、土砂

　流出防止等の機能が低下する恐れがあ

　　ります。

　将来にわたり、木材を安定的に供給す

　　ることができます。

　再造林することで、地球温暖化防止な

　どの森林の松公益的機能の維持・増進

　　に貢献できます。

例
年
、文
化
の
日
に
開
催
し
て
い
る「
伊

佐
市
文
化
祭
」
を
12
月
５
日

（
日
）
に
開

催
し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
等
は
、
広
報
い

さ
11
月
15
日
号
の
チ
ラ
シ
で
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
文
化
協
会

☎
㉒
５
１
５
６

伊
佐
市
文
化
祭

地
雷
撤
去
団
体
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
２
～
３
枚
で
1
㎡
の
地
雷
撤
去

費
用
に
な
り
ま
す
。

対

象

品

書
損
じ
・
未
使
用
ハ
ガ
キ
、
未
使
用
切

手
、
未
使
用
テ
レ
カ
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
等

期

間

令
和
４
年
３
月
31
日
必
着

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
１
４
―
０
０
０
２

福
岡
県
福
岡
市
早
良
区

西
新
１
―
７
―
10
―
７
０
２

（
一
財
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
宛☎

０
９
２
―
８
３
３
―
７
５
７
５

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
申
請

　

あ
な
た
の
大
切
な

遺
言
書
を
守
り
ま
す
。

〇
全
国
の
法
務
局
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
（
本
局
・
支
局
等
合
計
３
１
２
か
所
）。

〇
遺
言
書
の
保
管
の
申
請
に
は
３
、
９
０

０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※
手
続
き
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島
支
局

☎
０
９
９
５
―
４
５
―
０
０
６
４

問い合わせ先

姶良・伊佐地域振興局林務水産課

☎０９９５―６３―８１５９

林務課林政係　　　２１３５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
（
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス
有
）。

申
請
さ
れ
る
際
に
本
人
確
認
書
類
を
お
持

ち
に
な
れ
ば
１
か
月
後
に
ご
自

宅
に
カ
ー
ド
が
届
き
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
申
請
し
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
20
日

（土
）

13
時
30
分
～
16
時

場

所

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ニ
シ
ム

タ
大
口
店
内

◆
休
日
交
付
窓
口
を
開
設

休
日
交
付
日
時

11
月
20
日

（土
）

９
時
～
12
時

平
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取

り
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、
休
日
交
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
11
月

19
日

（金
）
ま
で
に
お
電
話
で
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係

１
１
５
５

地
域
総
務
課
市
民
窓
口
係

２
１
２
１

内
線

内
線

内線
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全
国
一
斉

「女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
相
談
に
は
、

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
が
応

じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

期

間

11
月
12
日
（金
）～
18
日
（木
）

時

間

平
日
：
８
時
30
分
～
19
時

土
日
：
10
時
～
17
時

※
た
だ
し
、
土
日
は
福
岡
法
務
局
人
権
擁

護
部
が
一
括
し
て
対
応
し
ま
す
。

電
話
番
号

鹿
児
島
地
方
法
務
局

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
―
２
５
９
―
０
６
８
４

ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
３
８
１
０

sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp 

校区コミュニティ　巡回健康相談

コミュニティ協議会 日時（場所）

平出水校区

  11 月 18 日 （木）

  13 ： 30 ～ 15 ： 00

  （平出水いなほ館）

大口東校区

  11 月 19 日 （金）

  13 ： 00 ～ 14 ： 00

  （ほしがみね館）

　市では、市民のみなさまの健康の維持・増進

を目的とした健康相談を行います。お住いの校

区外からの利用も可能です。

　お気軽にお越しください。

内　　容　血圧測定、体重測定、ご自身やご家

族などの健康に関する相談

◎相談には保健師や管理栄養士等が対応します。

◎新型コロナウイルス感染症防止のため、マス

クの着用をお願いします。

問い合わせ先　市民課健康推進係　　　１２４３内線

11
月
は
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

県
で
は
、
産
業
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
等
の
根

絶
を
図
る
た
め
、
毎
年

11
月
を
「
不
法
投
棄
防

止
強
化
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活

動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
強

化
し
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
（
５
年

以
下
の
懲
役
、
１
、
０
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
ま
た
は
併
科
）。
こ
の
機
会
に
一
人

ひ
と
り
が
、「
不
法
投
棄
を
し
な
い
。
さ

せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
電
話
を
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
不
法
投
棄
の
な
い
住

み
よ
い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見
し
た

○ 県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と

定めています。

○ 期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。

○ 不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけ

たらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

○ 産業廃棄物の不法投棄を発見したら、お近くの地域振興局、保健福祉環境部または県庁廃棄物・

リサイクル対策課 ☎０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ）

e-mail:sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp までご連絡ください。

※不法投棄防止強化月間

西郷さんマーク

１１月は不法投棄防止強化月間です

内
線

し
ま
す
。
人
生
で
一
度
き
り
の
成
人
式
を

自
分
た
ち
で
企
画
・
運
営
し
ま
せ
ん
か
。

実
行
委
員
に
興
味
の
あ
る
新
成
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
活
動
内
容

11
～
12
月
に
数
回
実
施
す
る
会
議
へ
の

参
加
、
式
典
の
企
画
構
成
及
び
運
営

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
㉖
１
５
５
４
　
　

２
３
１
３

令
和
４
年
成
人
式

　

伊
佐
市
で
は
次
の

日
程
で
、
令
和
４
年

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

令
和
４
年
１
月
３
日
（
月
）

13
時
30
分
～

（12
時
受
付
開
始
）

場

所

伊
佐
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対

象

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
伊
佐
市
内
居
住
者
及
び
伊
佐
市

（
旧
大
口
市
、
旧
菱
刈
町
）
出
身
者

諸
注
意

本
成
人
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
事
前
参
加
申
込
み

制
と
し
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
参
集
が
困
難
な
場

合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
情
報
等
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◎
令
和
４
年

伊
佐
市
成
人
式

実
行
委
員
募
集

成
人
式
を
運
営
す
る
実
行
委
員
を
募
集



内
線

内
線
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子
高
校
生
の
性
を
売
り
物
に
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
）
に
よ
る
性
犯
罪
被
害
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
モ
デ
ル
の
募
集
を
装
い
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
を
強
要
さ
れ
る
な
ど
の

被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
つ
こ
い
勧

誘
や
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
時
は
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
身
近
な
大

人
や
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
我
慢

し
た
り
、
自
分
を
責

め
た
り
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

男
女
共
同
参
画
資
料
展

期

間

11
月
１
日
（月
）
～
30
日
（火
）

場

所

鹿
児
島
銀
行
大
口
支
店

暴
力
防
止
関
連
本
コ
ー
ナ
ー
設
置

期

間

11
月
12
日
（金
）～
25
日
（木
）

場

所

大
口
・
菱
刈
図
書
館

女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番

Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
に
ま
つ
わ
る

諸
問
題
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問

題
に
つ
い
て
女
性
の
弁
護
士
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
無
料
。
相
談
は
、
事
前
予

約
制
で
す
。

相

談

日

11
月
17
日

（水
）

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動

◆
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
た
取
組
み

運
動
期
間

11
月
12
日
（金
）～
25
日
（木
）

　

Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
の
被
害
は
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
に
対
す
る

暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に

関
心
を
持
ち
、「
暴
力
は
絶
対
許
さ
な
い
」

と
い
う
気
運
を
高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
（
女

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
専
門
員
募

集

（産
休
代
替
）

応
募
資
格

〇
昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定
め
る
欠
格

条
項
に
該
当
し
な
い
人

〇
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）、
社
会
福
祉
士

の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

〇
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

業
務
内
容

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
要
支
援
者

ま
た
は
総
合
事
業
対
象
者
、
見
守
り
高
齢

者
等
の
相
談
や
訪
問
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
、
関
係
機
関
と
の
調
整
、
介
護
予
防
支

援
業
務
や
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

等採
用
時
期

12
月
１
日
～

勤
務
時
間

９
時
～
17
時

勤
務
日
数

月
17
日

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

報

酬

月
額
２
０
２
、
２
０
０
円

社
会
保
障

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇

用
保
険
に
加
入

選
考
方
法

面
接

※
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半

身
写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

11
月
１
日（
月
）～
15
日
（月
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
職
員
係

１
１
１
３

募　

　

集

別紙１

ハ
ン
カ
チ
を
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

で
染
色
し
ま
す
。

※
や
む
を
得
ず
染
料
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日

時

11
月
14
日

（日
）

13
時
～
16
時

場

所

十
曽
池
公
園
（
水
草
庭
園
）

人

数

先
着
10
人

参

加

料

１
、
０
０
０
円

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
―
２
７
４
５
―
７
９
５
０

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
：
清
永
）

weecel6ffx@gmail.com

Instagram:isa_monozukuri

草
木
染
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

10
時
～
16
時

相

談

先　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
２
１
―
６
６
３
０

※
月
曜
日
は
休
館

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
地
域
活
力
推
進
係

１
１
２
６



ISA City Public Relations  2021.11.01　　24

伊佐市からのお知らせ

里
親
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

里
親
制
度
は
、
す
こ
や

か
な
育
ち
の
場
を
必
要
と

す
る
〝
子
ど
も
の
た
め
〟

の
制
度
で
す
。

里
親
と
は

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
温
か

い
家
庭
生
活
を
経
験
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。
し
か
し
、
親
の
死
亡
、
長
期

の
入
院
、
経
済
的
な
理
由
、
虐
待
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。
こ

う
し
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入

れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
で
養
育

す
る
人
の
こ
と
で
す
。

養
育
対
象

０
歳
～
18
歳

養
育
期
間

数
か
月
～
数
年

鹿
児
島
県
の
現
状

令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
、
社
会
的
養

護
（
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
等
へ
の
入

所
及
び
里
親
へ
の
委
託
）
が
必
要
な
子
ど

も
が
８
２
９
人
い
ま
す
。

令
和
３
年
３
月
31
日
現
在
、
１
３
３
人

が
里
親
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
里
親
が
足
り
て
い
な
い
状
況
で

す
。
で
き
る
限
り
家
庭
的
な
養
育
環
境
の

中
で
、
特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安
定

し
た
愛
着
関
係
の
も
と
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
支
え
て
い
く
た
め
に
、
た
く

さ
ん
の
里
親
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係
（
伊
佐
市
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）☎

㉙
５
５
１
１

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支
援
指
導
課

☎
０
９
９
―
２
６
４
―
３
０
０
３

児
童
養
護
施
設
大
村
報
徳
学
園
（
里
親
支

援
専
門
相
談
員
：
増
田
）

☎
０
９
９
６
―
５
５
―
０
０
３
４

日

時

11
月
26
日
（
金
）

14
時
～
16
時

場

所

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

多
目
的
ホ
ー
ル

内

容

①
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
紹
介

（10
分
）

②
制
度
説
明

（40
分
）

③
個
別
相
談

（60
分
：
希
望
者
の
み
）

◆
里
親
制
度
説
明
会

11
月
８
日
は
い
い
歯
の
日
で
す
。
伊
佐

市
歯
科
医
師
会
で
は
、
次
の
と
お
り
８
０

２
０
達
成
者
を
募
集
し
ま
す
。

対

象

者　

〝
８
０
２
０
〟
達
成
者
の
募
集

伊
佐
市
在
住
の
80
歳
以
上
の

人
で
、
自
分
の
歯
を
20
本
以
上

お
持
ち
の
人
。
過
去
に
受
賞
さ

れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

審
査
方
法

審
査
期
間
中
に
伊
佐
市
内
の
歯
科
医
院

に
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
料
は
無
料
で
す
。

審
査
期
間

11
月
８
日（
月
）～
30
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
歯
科
医
師
会
（
た
け
歯
科
医
院
）

☎
㉓
０
５
０
５

◆
介
護
予
防
教
室

日

時

11
月
26
日
（
金
）

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場

所

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

内

容

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
体
操
・
歌

申
込
期
限

11
月
24
日

（水
）

※
各
自
、
水
分
補
給
の
飲
料
と
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
料
理
講
習
会

日

時

12
月
３
日
（
金
）

９
時
～
12
時

場

所

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１
階
調
理
実
習
室

介
護
予
防
教
室

・
料
理
講
習
会

参
加
者
募
集

内

容

冬
野
菜
の
料
理
・
簡
単
に
で

き
る
お
正
月
料
理

持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
マ
ス
ク
・
包
丁
・

水
分
補
給
の
飲
み
物

申
込
期
間

11
月
４
日（
木
）～
25
日
（木
）

※
定
員
20
人
。
申
し
込
み
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

参

加

料

無
料

参
加
資
格

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６
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（
９
月
２
日
～
９
月
22
日
受
付
分
）

小
幡　

士し

き輝
（
周
史
・
晶
／
神
池
）

倉
野　

樹い
つ
き希

（
晃
太
・
望
／
諏
訪
）

田
代　

詠え
い
し
ん心

（
直
樹
・
麻
里
／
辺
母
木
）

竪
山　

藍あ
い

と人
（
正
広
・
舞
／
西
戸
切
）

平　

晴は

る

あ

瑠
愛
（
雅
貴
・
美
紅
／
上
新
町
）

町
田　

大げ

ん
じ鎮

（
海
斗
・
あ
す
か
／
共
進
）

宮
ノ
原　

正し
ょ
う
た大

（
大
・
美
菜
子
／
宮
人
）

山
下　

紬
つ
む
ぎ　

（
貢
平
・
綾
／
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

森
口　

律り
つ

（
健
太
・
智
子
／
永
尾
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

（
９
月
２
日
～
９
月
29
日
受
付
分
）

大
口
地
区

井
畔

三
陣

71
（
朝
日
町
）

上
野

司
郎

88
（
緑
ヶ
丘
）

上
原

政
子

65
（
水
ノ
手
）

久
保
田　

安
子　
　

77
（
木
ノ
氏
）

児
島　

ツ
ヤ
子

89
（
高
柳
）

坂
口　

ミ
ヨ

92
（
牛
尾
）

島
田　

シ
ゲ
子

93
（
東
戸
切
）

前
原　

カ
ズ

95
（
奈
良
野
）

馬
門　

弘

85
（
舟
ノ
川
）

滿
園　

正
司

80
（
郡
山
）

宮
迫　

純
一

88
（
西
本
町
）

森　

カ
ヨ

91
（
こ
と
ぶ
き
園
）

山
口　

信
弘

78
（
木
ノ
氏
）

山
野
地
区

朝
日　

就
子

96
（
渕
辺
）

楠
原　

貞
憲

73
（
上
之
馬
場
）

平
出
水　

美
惠
子　

83
（
平
出
水
中
央
）

平
田　

ノ
ブ
ヱ

91
（
小
木
原
上
中
）

三
浦　

史
子

92
（
本
山
野
）

羽
月
地
区

井
ノ
上　

光
義　
　

85
（
金
波
田
）

今
村　

美
佐
子　
　

60
（
大
島
南
）

下
西　

信
子

84
（
八
代
）

中
園　

和
博

72
（
白
木
）

西
園　

正
人

82
（
大
島
北
）

福
永　

善
樹

66
（
馬
渡
）

山
口　

憲
吾

58
（
上
ノ
馬
場
）

西
太
良
地
区

獅
子
﨑　

義
秋　
　

78
（
田
代
）

千
知
岩　

憲
雄　
　

74
（
後
村
）

菱
刈
地
区

仮
屋　

五
雄

94
（
下
市
山
）

倉
野　

治
子

99
（
小
原
松
山
）

周
防
原　

玲
子　
　

89
（
重
留
南
）

濱
屋　

ヱ
ミ

95
（
重
留
西
）

深
渡
瀨　

幸
惠　
　

74
（
花
北
上
）

山
元　

定
行

103
（
田
中
上
）

南
永
・
本
城
地
区

亀

幸
子

94
（
岩
坪
）

通院バスをご利用ください（無料） 安全・安心な「三つ星業者」をご利用ください。

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

インターネット無料・ひかり通信完備

詳細は各病院か当社までお尋ねください。 伊佐交通観光（株）　℡　　23-0608
日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

大・小型バス、ジャンボ・寝台・車椅子タクシー

公共交通機関として、皆様の足を守ります。

土地・中古住宅・山林、買取・仲介いたします。

ユーミー大口（水ノ手）1K・1LDK空室有

バス・タクシー部門 正社員 （女性歓迎 基本給140，000）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

通院バスをご利用ください（無料）

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

是非、公共交通機関をご利用ください!!

詳細は各病院か当社までお尋ねください。 伊佐交通観光（株）　℡　23-0608
日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

ご高齢者の事故が多発しております

乗務員募集 バス・タクシー部門 正社員 （バス部 基本給175,000円+走行手当+通勤手当等）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

通院バスをご利用ください（無料）

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

詳細は各病院か当社までお尋ねください。

日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

75才以上全線半額（ふれセン～北薩病院まで150円）

羽月北線（月・金曜日）　田代線（火～木曜日）

伊佐市民バス（3路線）運行しております。

北薩病院まで（月～金曜日）運行しております。

乗務員募集 バス・タクシー部門 正社員 （バス部 基本給175,000円+走行手当+通勤手当等）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

貴嶋眼科・土屋眼科・寺師医院・寺田病院

遠慮なくお問い合わせください!!

詳細は各病院か当社までお尋ねください。 伊佐交通観光（株）　℡　　23-0608
日高内科・松元クリニック・むらたクリニック

通院バスをご利用ください（無料） 安全・安心な「三つ星業者」をご利用ください。

旧大口市内を月～金曜日まで運行中
利用できる医療機関

有村クリニック・大口病院・大保川添クリニック

大・小型バス、ジャンボ・寝台・車椅子タクシー

公共交通機関として、皆様の足を守ります。

土地・中古住宅・山林、買取・仲介いたします。

乗務員募集 バス・タクシー部門 正社員 （バス部 基本給175,000円+走行手当+通勤手当等）

要・大・普通ニ種免許 各種保険有 タクシー部免許取得者・入社祝金 20万円支給

タクシー乗務員養成費用致します。3年以上勤務の場合養成費用返還無用

　
 

　
 伊佐さわやかあいさつ運動伊佐さわやかあいさつ運動

10月活動10月活動 ○大口小学校区

毎月

日は
13

古
田　

龍
一

69
（
小
川
添
）

増
田　

政
春

87
（
下
荒
田
）

渡
邊　

ヨ
シ
エ　
　

90
（
永
池
）

（敬称略・９月 28日時点）

・・ ライオンズクラブ５ゾーン

・・ 種子島ライオンズクラブ

・・ サドハラ　ジュンロウ

・・ コジマ　ヨシコ ・・ ドウゾノ　マイコ

・・ 西之表市 ・西之表消防署 職員一同

・・ 大口電子労働組合

・・ ひしかり女性塾

災害支援金
大切に活用させていただきます
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編
集
後
記

人口のうごき

R ３. 10. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

◆ ◆

総人口 24,609 人 （－   34）

男 1 1,520 人 （－   14）

女 13,089 人 （－   20）

世帯数 13,053 世帯 （－   18）

広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.3

1
1
　
2

0
2

1
.1

1
.0

1

■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
　

　
　

　
　

　
　

　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

伊
佐

PR
課

     Tel 0995-29-4113　
 ■

印
刷

／
㈱

あ
す

な
ろ

印
刷

　

10
月
下
旬
か
ら
急
に
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
私
は
急
い
で
衣
替
え
を
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
制
限
さ
れ
た
２
０
２
１
年
も
、

残
り
２
か
月
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
あ

っ
と
い
う
間
の
１
年
だ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
巣
ご
も
り
需
要

に
よ
り
、
全
国
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
が
人

気
で
す
。
伊
佐
市
も
寄
附
者
の
み
な
さ
ん

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
返
礼
品

の
充
実
や
納
税
サ
イ
ト
の
増
設
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
元
で
も
意
外

と
知
ら
れ
て
い
な
い
商
品
が
返
礼
品
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ

ひ
サ
イ
ト
（
３
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
！

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里２８４５番地２

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp

　

大
口
明
光
学
園
の
男
女
共
学
が
、
来
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
私
も
、
明
光
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
一
員
だ
っ
た
時
代

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
明
光
学
園
の
素
晴
ら
し
さ
を
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
年
を
積
み
上
げ
て
く
だ
さ

い
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
本
城　

伊
佐
の
ホ
タ
ル
）

　

10
月
某
日
、
友
達
と
曽
木
の
滝
公
園
に
1
年
ぶ
り
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
滝
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
外
で
食

べ
る
お
弁
当
の
味
は
格
別
!!
７
月
の
豪
雨
災
害
で
滝
周

辺
も
多
大
な
被
害
を
受
け
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
た
く

さ
ん
の
方
々
の
善
意
の
寄
附
や
市
の
方
々
の
努
力
で
、

今
は
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
展
望
台
下
の

絶
景
ス
ポ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
場
所
に
も
素
敵
な
イ
ス
が

置
い
て
あ
り
、
曽
木
の
滝
ア
ピ
ー
ル
板
も
あ
り
、
そ
れ

な
り
の
写
真
が
取
れ
ま
し
た
よ
（
笑
）

　

み
な
さ
ま
方
も
忙
し
い
仕
事
や
家
事
の
合
間
に
、
た

ま
に
は
地
元
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
足
を
運
ば
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。
心
の
洗
濯
が
で
き
ま
す
よ
～
。

（
羽
月　

羽
月
の
む
っ
ち
ゃ
ん　

60
代
）

投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
で
は
広
報
紙
の
感
想
、
身
近
な
出
来
事
、

紹
介
し
た
い
写
真
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

№ 14

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

　  　  つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

　お便りの中から抽選で、すてきなプレゼン

トが当たります。住所・氏名・年齢・電話番

号・ペンネームを明記のうえご投稿ください。

たくさんのお便りお待ちしています！当選発

表は発送をもってかえさせていただきます。

※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発

　送以外の目的では使用しません。

陣之内工房
： 大口平出水 212　 　　 ： 22 ー 8304住 問

陣之内　敏 さん

　平成元年から鹿児島黒豚の加工に挑戦し、平成８年には

食品衛生管理者の資格を獲得して現在に至ります。

　こだわりぬいた伊佐の黒豚の背油・腹脂で作った、オリ

ジナルレシピによる「黒豚ラー

ド」は、調理での使用はもちろ

んのこと、なんとお肌に塗るこ

とで美容効果もあります。

　伊佐市にも素晴らしい生産者

や製造者がいることをもっと

知ってほしいです。

　１名様

黒豚ラード

こだわり商品
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